
 
 
 
 

財務経理の醍醐味を伝えたい 

 ブラジルの⾼校⽣が仮想企業を設⽴し、ビ
ジネスを経験するプログラムに財務アドバイ
ザーとして参加しました。このプログラムは、
⾼校⽣がビジネスに必要な能⼒を⾝に付け、
将来のキャリアビジョンを考えるきっかけを
提供するものでした。 

私は、お⾦の管理だけが財務経理の仕事で
はなく、戦略的な視点から、経営の羅針盤の役
割を担うという醍醐味を彼らに伝えたいと考えていました。 

粘り強く‥‥ 

 収益性向上を⽬指し、マニュアルには無かっ
た管理会計⼿法を提案しました。しかし、他国
のメンバーはマニュアル通りに処理すればいい
という考えに固執し、私の提案には反対でした。
何度話しても受け⼊れてもらえず、考え⽅の違
いに⻭痒い思いをしました。英語⼒が乏しい中、
「⾃律的に改善の⽅法を探る必要性」を粘り強
く説明し、全員の理解を得て、実現にこぎつけ
ました。 

研修を通じて学んだこと 

最終⽇の表彰式、私の担当したチームが、
収益性の改善を評価されて最優秀賞を獲
得し、チームの仲間と歓喜しました。⽣徒
からも、「⼤学でも、会計・ファイナンスの
分野を勉強したい」という⾔葉をもらい、
私が⽬指していた⽬的が達成された瞬間
でした。ブラジルでの3カ⽉間は、私にとっ
て、多国籍チームで成
果を出す難しさと⾯
⽩さ、この両⾯を学ん
だ経験となりました。 
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